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Ⅰ．問題の所在
本研究の目的は，社会で生きて働く汎用的な資
質・能力を育成する小学校の社会科授業を教科の
本質に関わる見方・考え方に着目し，その教科に
固有の知識・技能と関係付けた授業開発を行うこ
とである。
本研究は，以下に述べる急速に変化する社会に
対して，教育の目標を根本的に捉え直す必要があ
るのではないかという問題意識が基となっている。
１．知識基盤型社会への対応
まず，現代社会が高度に情報化された社会，い
わゆる知識基盤型社会になったことである。ス
マートフォンさえ片手に持っていれば，世界中の
最新の情報を入手することができる。これまで，
知識として苦労して詰め込んできた断片的な情報
－鎌倉幕府が名実ともに成立したのは1192年であ
る－を知っていなくとも，それを調べる方法（ス
マートフォンで検索エンジンを使って調べる）を
知っていれば，知ることができる。つまり，知識
の重要性が従来とは異なっているのである。
２．正解から最適解への適応
次に，グローバル社会になり地球上の様々な分
野が瞬時にして，広範囲に渡り複雑に絡まり合っ
ていることである。このような状況下では専門家
と言えども，問題に対して一つの「正解」を持つ
ことが困難になっている。こうした状況において
は，市民一人一人が主体的に社会に働きかけ，そ
の中での「最適解」を求める資質・能力が必要と
されるのである１。
３．コンピテンスへの対応
さらに，ハーバード大学のマクレランド氏の研
究２により，知識重視の伝統的なテストや学校の成
績が職務上の業績や人生の成功に明確な相関関係
がないことが証明されている。マクレランド氏は
米国国務省職員の業績上位者の特性を①異文化対
応の対人関係感受性②他の人たちと前向きの期待
を抱く③政治的ネットワークを素早く学ぶの３点
にあることを見出し，これらのことをコンピテン
スと呼んだ。その中でも，意欲や自己調整力，社
会スキルといった認知能力が実務社会で重要であ
ると強調している。
４．人工知能への対峙
そして，近年急速に開発が進められているＡＩ
（人工知能）に対して，人間が人間であるために，
創造性が必要とされていることである３。ＡＩは
チェスや囲碁の世界で人間を凌駕する成長をして
いるし，すでにあるものの中から選択することは
ＡＩが優位である。今後日本の労働人口の49％が
ＡＩやロボットに置き換わる可能性が高いと予想
されており４，機械の自動化において単純作業員が
不要になったのと同じく，社会構造の変換によっ
て，仕事を失う人が出てくるであろう。
５．再検討すべき社会科の役割
このような状況下において社会科が適切な社会
認識を習得させることに固執していて良いのだろ
うか。まず，基礎的な知識は容易に入手できる。
次に，習得した知識が正解であるとは限らない。
さらに，仕事を行う上で，知識の量はその業績に
相関がない。そして，膨大な情報の処理はＡＩに
かなわない。そうなると，より多くの知識を教授
するだけでは教育の目標として不適切である。こ
のような社会的な背景から，今あるものの中から
ではなく，今ないものをイノベーションしていく
力が必要となる。そして，教育においても「何を
知っているか」だけを問われることは少なくなり，
得た知識を使って「何ができるのか」「どのよう
に問題を解決できるのか」が大切な問いとなる５。
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つまり，現代社会にふさわしい教育の目標は，
「主体的に社会の形成に参画し，その中での問題
を自分で見つけることができ，考える枠組みを自
らつくり，それぞれの教科の内容を深く理解して，
生涯にわたり学び続けられるように子どもの資
質・能力を育てること」に変わるべきである。
しかし，このような状況にあるにもかかわらず，
大学入学試験のための知識偏重の教育が中・高等
教育のみならず，初等教育においてもなされてい
るのが現状である。社会の形成に参画したり，問
題を自分で見つけたりすることは社会科の教科内
容と深く関わっており社会科教育においてこそこ
れらの学びを実践することに意義がある。さらに，
小学校では学級担任がすべての授業を受け持つこ
とから，汎用的な資質・能力の育成を目標とした
教育活動を実践することができる。そこで，小学
校段階における社会で生きて働く汎用的な資質・
能力の育成を目標にした社会科授業開発を行っ
た。
Ⅱ．社会科教育と汎用的な資質・能力
１．社会科が汎用的な資質・能力を達成する場合
まず，社会科が汎用的な資質・能力を達成する
場合について考察を行う。これまでの社会科は社
会認識の形成と市民的資質の育成に関るものであ
り，人間形成や態度の形成，社会倫理に関わるも
のなどの汎用的な資質・能力の育成には関わるべ
きではないとする主張がなされてきた6。よって，
新しい教育に求められる汎用的な資質・能力は汎
用的であるがゆえに，教科教育としての社会科の
教育目標範囲を逸脱するのではないかという批判
がある。
この点に関しては，すでに社会背景の変化に
よって教育の目標自体が変わっているので社会科
もそれら汎用的な資質・能力の育成を目標とすべ
きであると見解を示している。また，従来の社会
科の授業実践のなかで汎用的な資質・能力と考え
られる「～な能力」や「～力」を育成する授業が
実践されている。
先行研究①
知識の構成を目標とする授業実践として，關氏
の「ウェッビング法による小学校社会科地域学習
の単元開発－第３学年単元「わたしたちの市－広
島かき－」の場合－」を取り上げる７。氏の実践
はウェッビング法を用いて，子どもが得た知識を
他事例へ転移・応用し，より新しい知識の習得を
目指している。知識そのものの再構成と新しい事
象へ知識が活用されている点が汎用的な資質・能
力の知識構成力として捉えることができる。
氏の授業は上記のような優れた点が多く見られ
る一方で，「広島かき」以外の知識の構成におい
ては本授業内では触れられておらず，せっかくの
知識構成の枠組みに発展性がない。この違いは氏
の授業実践があくまで社会認識を目的としている
点にある。
２．汎用的な資質・能力の達成のために社会科を
用いる場合
次に，汎用的な資質・能力育成達成のために社
会科を用いる場合について考察を行う。育成すべ
き汎用的な資質・能力は“汎用的”なため，各教
科内に収まるものではない。例えば，「根拠を明
確にして主張を述べる」能力は，社会科でも国語
科でも理科でも，あるいは音楽科でも必要であり
どの教科においても育成する必要がある。そのた
め，このような能力の育成には教科を横断した教
育目標を立て，そのなかから各教科が担うべき役
割をそれぞれの教科内の目標とする教科横断型の
授業が行われている。
先行研究②
中尾氏の「徳島県ＰＲ大作戦Ⅱ－なか町上なか
地区へん－」を教科横断型の授業実践として取り
上げる８。本授業は研究主題の「協創の教育」をテー
マに学校全体で取り組んでいる。他者と協働する
こと，つまり，共に話し合い，作り出す能力を育
成するために各教科において授業実践を行ってい
る。氏の授業は「協創の教育」に対して，子ども
同士の話し合いや，那賀町の佐藤さんなど様々な
関わり合いの中から子どもの新しい価値を生み出
している点で評価できる。しかし，社会科の本質
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である社会科ならではの見方・考え方に立脚した
概念が弱いことが指摘できる。例えば，「伝統が
地域の人々の工夫や努力によって受け継がれてい
る」こと，「農村部は少子高齢化が進み，現状の
ままの状況を維持することが難しいこと」など，
社会科としての鍵概念に基づいた考察が行えてい
ない。これは，テーマである「協創の教育」を意
識するあまりに，その方法・目標として汎用的な
資質・能力の育成に寄与しているが，社会科とし
ての本質を踏まえることが疎かになってしまった
結果である。
このように，汎用的スキルの水準で候補を定め，
これを各教科等においてブレイク・ダウンするよ
う要請することは奏効しないであろうと奈須は指
摘している９。
また，汎用的な資質・能力の育成を達成しよう
とするには，地に足がつく状態でなければならな
い。汎用的な資質・能力を目標に吊るし下げるだ
けでは，教科に根ざした活動を行うことができず，
達成することはできない。
Ⅲ．汎用的な資質・能力の育成
１．汎用的な資質・能力と教科に固有の知識との
関係
それでは，汎用的な資質・能力の育成の実際に
ついて認知心理学の観点も踏まえて考察を行う。
汎用的な資質・能力は，対象が変わっても機能す
る汎用的なものであり，教科の枠を超えた存在で
ある。先に挙げた「根拠を明確にして主張を述べ
る」能力がそれを示している。
そして，教科に固有の知識・技能と汎用的な資
質・能力は切り離すことができない相互関係上に
成り立っている。ある対象を学ぶ第一段階におい
て知識と資質・能力は別のものとして捉える。知
識を学ぶための方法として資質・能力を使って効
率的に学習をする。この段階では資質・能力を方
法として知識をより深くするために働きかけ，よ
り一層の深い知識を学ぶことができる。このよう
に知識と資質・能力は互いに絡み合いながら，ら
せん状的に深化していくのである。
ここで注意が必要なのは，汎用的な資質・能力
はそれだけを育成することはできない点である。
例えば，「批判的思考力」を身につけさせる方法
があればそれでいいのだが，残念なことに「批判
的思考力」は専門的な教科の本質に基づいた深い
知識理解なくしてその能力を身につけることはで
きない。つまり，ある特定の専門領域（教育では
教科）の問題をうまく解くことができる「『概念
や原理』に基づいて構造化された豊富な知識」を
獲得するためには，白水が主張するように，そも
そも教科の本質に関わる見方・考え方を基にした
「質の高い知識」10が必要になるのである。そこ
で，最終目標を社会で生きて働く汎用的な資質・
能力の育成を見据えた授業を各教科の本質に基づ
いて展開する必要がある。
これらを整理するために，『論点整理』11に示され
ている育成すべき資質・能力に対応した教育目標・
内容について次に示す。
従来「ア）教科等を横断する汎用的なスキル
（コンピテンシー）等に関わるもの（以下，汎用
的な資質・能力）」と「ウ）教科等に固有の知識
や個別スキルに関するもの（以下，教科に固有の
知識・技能）」は対立構造で捉えられる場面が多く，
仮に共存関係としても一般的に内容知識の上位概
念として「汎用的な資質・能力」が存在すると捉
えられている。しかし，今回はその従来のモデル
ではなく，「イ）教科等の本質に関わるもの（以
下，教科ならではの見方・考え方）」を挟むこと
により，「汎用的な資質・能力」と「教科に固有
の知識・技能」が両立している。
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ア）教科等を横断する汎用的なスキル（コンピ
テンシー）等に関わるもの
①汎用的なスキル等としては、例えば、問題
解決、倫理的思考、コミュニケーション、
意欲など
②メタ認知（自己調整や内省、批判的思考力
等を可能にするもの）
イ）教科等の本質に関わるもの（教科等ならで
はの見方・考え方）
ウ）教科等に固有の知識や個別スキルに関する
もの
このような「汎用的な資質・能力」の育成を目
指す教育は“汎用的”であるがゆえに，各教科に
おいて行われている体系的な知識重視の教育の対
極にあるように思われる。しかし，図１に示した
通り，「汎用的な資質・能力」は「教科ならでは
の見方・考え方」を仲介として，「教科に固有の
知識・技能」と密接な関係にあり，切り離すこと
ができない相互関係上に成り立っているのであ
る。
ここでいう，「教科ならではの見方・考え方」
が「教科の本質に関わる見方・考え方」であり，
それは「鍵概念」と「方法」の２つに分けて考え
ることができる。「鍵概念」は「位置や空間的な
広がり」や「時期や時間の経過」などであり，「方
法」は「比較・分類すること」や「関連づけるこ
と」などである。
これらを通じて「汎用的な資質・能力」を育成
するために，各教科における固有の知識・技能は
汎用的な資質・能力を育成するという目標のため
に不要になるのではなく，各教科の専門性，つま
り，社会科における質の高い知識としての社会認
識がむしろその必要性を増すのである。
２．汎用的な資質・能力の他教科への適応
この考えは社会科のみならず，他教科において
も同様の過程で資質・能力の育成が促される。そ
れぞれの教科において教科に固有の知識・技術を
その教科の本質に関わるものを仲立ちとして，汎
用的な資質・能力の育成を行う。このように社会
科だけでなく学校教育全体において社会で生きて
働く汎用的な資質・能力の育成を促すことが，子
どもが現代社会で生きていくための生きる力の育
成につながっている。
これらを示すため，汎用的な資質・能力と各教
科の関わりを図２に示す。それぞれの「教科に固
有の知識・技能」が「各教科ならではの見方・考
え方」によって，教育目標の中心となる「汎用的
な資質・能力」と結びつけられている。
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図１ 「汎用的な資質・能力」と「教科に固有の
知識・技能」、「教科ならではの見方・考え方」
の関係（筆者作成）
図２ 複数の教科に共通する「汎用的な資質・能力」を育成するモデル（筆者作成）
Ⅳ．汎用的な資質・能力を育成する小学校
社会科の授業
本章では，筆者が小学校において特に重要と考
える「知識構成力」と「合意形成力」の二つの汎
用的な資質・能力を育成する具体的な社会科の授
業を提案する。また，汎用的な資質・能力が“汎
用的”であることを示すために，社会科以外の授
業においても汎用的な資質・能力として「知識構
成力」と「合意形成力」が生かされることを算数
科の授業を例として取り上げる。
１．第４学年・単元「焼き物を生かしたまちづく
り」の開発
本研究は「教科に固有の知識・技能」に基づき，
「教科ならではの見方・考え方」を通じて「汎用
的な資質・能力」の育成を行うことを目指してい
る。よって，学習内容に対する「理解」を問うも
のではない。あくまで「汎用的な資質・能力」の
育成が本研究の目標である点に留意したい。単元
の目標や内容は，紙数の制約のため，以下の通り
簡略化して示す。
単元目標
新しい情報や話し合いを通して，既有の知識を
作り変えることができる。また，子どもが他の子
どもたちとの話し合いのなかで，合意に向けて努
力して自分の意見と友達の意見の落としどころを
見つけることができる。
単元の内容
徳島県の地域教材として経済産業省の伝統的な
産業にも認定12されている大谷焼を選択した。本
教材は次の３点において子どもに主体的にその問
題に対して取り組むことができると考えられる。
１. 子どもに身近な存在である
２. 伝統について考えるにあたり，伝統を守っ
てきた部分と変化してきた部分が混在してい
る
３. 多角的な見方ができる
単元計画
単元は以下のように全10時間で計画した。
授業の実際
子どもは自らが調べたり，インタビューしたり，
解説を聞いたりして社会科に固有の知識を構成す
る。その際に教科の本質に関わる見方・考え方で
ある，「社会科ならではの見方・考え方」を用い
て質の高い知識を担保する。ここで終わりとせず
に合意形成の場面を介することによってさらなる
質の高い知識の構成がなされ，知識構成力が高
まっていく。そのために，単元構成上，合意形成
する場面を先行させている。なお，合意形成する
際にも，教科の本質に関わる「社会科ならではの
見方・考え方」を用いる。
本授業における「汎用的な資質・能力」と「社
会科ならではの見方・考え方」，「社会科に固有の
知識・技能」の関係をまとめたものを表２に示す。
なお，表内において，知識は「汎用的な資質・
能力」の目標としての知識と，「教科に固有の知識・
技能」の要素としての知識が存在し，双方が関わ
り合っている。
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目標時数小単元名
徳島県内の農作物や水産物，伝統
的工芸品などの特産品で知られる
地域を徳島県の観光パンフレット
などで調べ，これから調べる地域
を決めるための話し合いができる
ようにする。
１
１．特産品で
知られる
地いき
大谷焼釜まつりに関心を持ち，調
べたいことを明らかにして計画を
立てることができるようにする。
１
２．多くの人
がやって
くる
パンフレットやインターネットを
活用して，大谷焼の歴史や大麻町
の様子を調べて，年表にまとめた
りして大谷焼が特産品になった経
緯をとらえられるようにする。
２３．大谷焼ってなんだ
窯元で実際に大谷焼づくりに挑戦
して，大谷焼の作り方を調べたり
して，大谷焼に必要な材料や道具
などに関心を持つことができるよ
うにする。
２４．窯元へ行こう
大谷焼の「これまで」と「いま」
について見学してきたことや調べ
たことからまとめて整理すること
ができる。"伝統的"工芸品として
の大谷焼はただ古いだけではなく，
伝統を引き継ぎながら，現在も
人々に受け入れられるよう工夫を
しているものであることを友達と
の意見交換を通じて理解する。
２
５．"伝とう
的"な大谷
焼ってな
あに
調べたことや考えたことを地図や
年表を用いて，表現を工夫し，保
護者に向けた紹介するパンフレッ
トが作成できるようにする。
２
６．大谷焼を
しょうか
いしよう
授業の実践については，上記の単元計画ならび
に後掲の指導案で示す通りである。具体的には，
大谷焼が230年以上に前にはじまったことや，登り
窯を用いていたこと，藍染用の大甕を寝ろくろで
作っていたことなど「社会科に固有の知識」を学
ぶ。その際に，歴史的に「時代の背景を踏まえて
捉えること」や地理的に「工場の立地条件」を考
察する。また，その過程において調査したり，イ
ンタビューしたりして「社会科に固有の技能」を
用いる。
次に，“伝統的”な大谷焼について考える場面
では，大谷焼が存続の危機に瀕した時の葛藤など
から，「伝統は受け継ぎながらも時代に合わせて変
化していること」や「人々の願いや工夫が伝統的
な産業を支えている」，「人々の努力や願いが受け
継がれていること」を「社会科ならではの見方・
考え方」として“伝統的”な大谷焼について捉え
る。その際には，伝統は変化しないものか，変化
するものか２つの視点から検討・合意形成するこ
とにより，社会的事象を多角的に見て，知識を構
成する力をつける。
評価
本授業が目指しているのは，「汎用的な資質・
能力」の育成である。これらの資質・能力は一朝
一夕には達成されるものではない。よって，目標
に対する真の評価を一つの授業において行うこと
はできないが，その資質・能力の表れとして身に
つく知識を明確にするため，ワークシート①，②
を用意して大谷焼きに関して伝統的な意味を問
い，その変化を評価の対象とする。
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表２ 「汎用的な資質・能力」とその育成に関わる「社会科ならではの見方・考え方」，
「社会科に固有の知識・技能」の関係（筆者作成）
具 体 例内 容
“伝統的”とは何かを社会科ならではの見方・考え
方を通じて知識を構成する
知識を子ども同士の関わり合いのなかで，さらに質
の高い知識へ導く
「知識構成力」
「合意形成力」汎用的な資質・能力
大谷焼は材料や製法は過去から変えず，守り受け継
ぎながら，現在は藍染用の大甕ではなく，日用品を
多く作っている
大谷焼を絶やしたくないという思いを持って，需要
は少ないが今も大甕を作っている
世代が変わっても大谷焼の伝統を引き継いている
伝統は受け継ぎながらも時
代に合わせて変化している
人々の願いや工夫が伝統的
な産業を支えている
人々の努力や願いが受け継
がれていること
鍵
概
念
社会科なら
ではの見方・
考え方
「これまで」と「いま」
「生産者（窯元の人）」と「消費者」多角的にみる
方
法
大谷焼は230年以上前にはじまり，登り窯を使ってい
たが，環境規制によって，現在は電気釜やガス釜を
しようしている
藍染用の大甕の需要が減った後は，日用品を多く作
るようになった
大谷の土を使って新しい方法での大谷焼を作ること
に挑戦している人がいる
230年以上前にはじまった
登り窯，環境規制
原料と生産地，消費地の関
係
藍染産業との関連
生産者の工夫や努力
消費者の意識
新しい大谷焼
知
識
社会科に固
有の知識・技
能
鳴門市の史料を用いて，大谷焼について調べる
窯元の人に作陶時の苦労や工夫を訊ねる
年表を用いる
調査・インタビューする
技
能
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小単元５「“伝とう的”な大谷焼きってなあに」の学習指導案（２／２時間）
本時の目標 “伝統的”工芸品としての大谷焼はただ古いだけではなく，伝統を引き継ぎながら，現在
も人々に受け入れられるよう工夫をしているものであることを，友達との意見交換を通
じて理解する。
評 価教師の支援児童の活動時間
◎相手の意見を受け
入れながら自分の
考えを整理するこ
とができている
（思考・判断・表
現）
◎「伝統的」である
ということが理解
できている（知識・
理解）
○昔の大谷焼の写真を見せる
○「伝統的」という言葉から，古
いものを連想させる
○大谷焼の伝統について発表させ
る
○前授業のワークシートを配布
○昔から変わらず引き継いている
点に着目させる
○発言を板書する
○「いま」の工夫や努力について
も発表させる
○ワークシート①を配布する
○自分の考えの根拠を引き出す
○“伝とう的”な大谷焼が「変化
しないもの」なのか「変化する
もの」なのかどちらかに手を上
げさせる
○子ども同士の発言に注意し，必
要であれば修正を加えながら，
「いま」を過去とつながりに気
づかせ，子ども同士の議論を活
発化させる
○ワークシート②を配布する
○「伝統的」という言葉の意味に
ついて考えさせ，過去だけでは
なく，現在や未来も見据えた視
点で「伝統的」という意味を考
えられるように促す
○ワークシート①・②回収
１．「伝とう的」という言葉から
想像できることを発表する
２．自分たちで調べた「これまで」の
大谷焼を発表する
・大きな甕
・藍染に使う
・地元の土（材料）を使う
・登り窯 など
３．自分たちで調べた「いま」の大
谷焼を発表する
日用品
芸術性の高い作品
違った材料・製法
４.“伝とう的”な大谷焼について
自分の意見を持つ
その理由を確認する
５．自分の意見について理由をつけ
て発表する
意見が変わる場合はその理由
（「◯◯さんの意見を聞いて，私
の考えは・・・」と言う）
６．「伝統的」な大谷焼は過去だけ
ではなく，現在も作る人の努力
や工夫によって引き継がれてい
ることを話し合いの中から理解
する。
ワークシート②に考えが変わっ
たり，より強固になったりした
ことを書く
７．まとめ
ワークシートに記入
5分
8分
8分
5分
14分
5分
“伝とう的”な大谷焼について考えよう
２．他教科における汎用的な資質・能力の育成
他教科においても社会科授業と同様に，「教科に
固有の知識・技能」に基づいた「汎用的な資質・
能力」の育成を「教科ならではの見方・考え方」
を通じて行うことを目指す。そのため，本研究で
は，あくまでも社会科教育の授業開発を中心とし
つつも，あえて他教科における資質・能力を検討
するとともに，学習指導案を開発した。
具体的には，小学校第４学年の算数科授業を取
り上げ，社会科で育成される「汎用的な資質・能
力」が汎用的であることを確認したい。算数科の
授業で目指す汎用的な資質・能力は社会科と同じ
「知識構成力」と「合意形成力」である。
これらに関わり，２点の目標を設置する。１つ
目は，知識構成力に関わり算数に関わる知識を習
得し，その知識を用いてさらに深い学びである質
の高い知識を習得する過程を踏まえた学びを行う
ことができること。２つ目は合意形成力に関わり
新しい知識や自分の考えと他者の考えをすり合わ
せ，落とし所を見つけて，既有の知識を作り変え
ることができること。これらを達成するために単
元「面積」の学習を実施することである。
「教科に固有の知識・技能」と「教科に関わる
見方・考え方」は社会科と算数科では異なる。算
数科における「教科に固有の知識・技能」と「教
科に関わる見方・考え方」について考察を加える。
算数科の「教科に関わる見方・考え方」は「数
学的な考え方13」として広く知られている。社会
科と同様に「鍵概念」と「方法」の２つの視点に
分類でき，１つ目の「鍵概念」は算数・数学の固
有の知識・技能に含まれる働きや必要性，良さや
価値を表すものとされる。例として，分数の概念
となる「１つ分のいくつ分」が挙げられる。２つ
目の「方法」は算数・数学ならではの認識・表現
の「方法」で，算数・数学を学ぶ過程で身につけ
ていく思考や表現の方法，事象の見方などを表す
ものであると，齊藤は定義づけしている。算数に
おける代表的な方法は「帰納」「演繹」「類推」な
どが挙げられる。
これらを表３に示す。
次に，「教科に固有の知識・技能」について触
れたい。算数科は明確な内容の系統性があり，統
合，発展しながら学習を展開していく。そのため，
個々の知識が重要となる。例えば，「四角形の面
積は（たて）×（よこ）で求められる」といった
内容が算数科に固有の知識である。また，算数科
に固有の技能は，計算ができること，計測ができ
ることなどが挙げられる。これらの知識・技能を
「算数科ならではの見方・考え方」を用いて質の
高い知識を身につけ，深い学びを行うことが，「汎
用的な資質・能力」の育成に寄与している。
これらを踏まえて，本単元の設定目標の３点の
うち，最後の３つ目は，四角形を多角的に見て，
面積の求め方の多様性に気づき，それぞれの見方
から考察し表現することができること，とする。
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表３「算数科ならではの見方・考え方」の分類
（斎藤氏の分類をもとに筆者作成）
具 体 例分 野
単位の考え
割合による大小比較鍵概念
単 位 数
理想化
一般化方法
数の仕組み
単位と幾つ分鍵概念
大 き な 数 形式化
単純化
一般化
統合・発展
方法
図形の構成要素鍵概念
四 角 形
抽象化方法
量の加法性
量の分解・合成鍵概念
角の大きさ
統合・発展方法
社会科と「汎用的な資質・能力」は共通である
が，それを構成する「教科ならではの見方・考え
方」，「教科に固有の知識・技能」は社会科，算数
科それぞれのものを用いている。よって，アプロー
チは異なるが，社会科，算数科のそれぞれで，教
科の本質に基づいた学びを行うことによって，社
会で生きて働く汎用的な資質・能力の育成が可能
となる。
社会科と同様の枠組みをもって，「汎用的な資
質・能力」の育成に関わっているが，教科の特性
によってそれらの活動の中身は異なっている。そ
れぞれが教科の本質に基づいて行うことによって
こそ，質の高い知識の構成が可能であり，深い学
びを実践することができるのである。このことに
より，双方の授業は地に足のついていない汎用的
な資質・能力を育成する授業とは一線を画してい
る。
社会科の授業，算数科の授業を通じて，共通の
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算数科授業計画案
単元：面積の求め方のくふう
本時の目標：図形の面積の求め方を考え，他の人の意見を聞き，自身の考え方と比べることによって
最適な面積の求め方を考えることができる。
内容：既習の四角形の面積の求め方を用いて，逆Ｌ字型の面積を求める。
評 価教師の支援児童の活動時間
◎相手の意見を受け
入れながら自分の
考えを整理するこ
とができている
（思考・判断・表
現）
◎面積の求め方を理
解できている（知
識・理解）
○図形を黒板に掲示する
○図形が書かれたワークシートを
配布する
○面積を求めたい
○ワークシートに考えを書き込ま
せる
○四角形の面積の求め方はならっ
ているよね
○四角形を使えば面積が求められ
るよ
○それぞれの考えを整理して，分
割，統合といった鍵概念ごとに
分類して黒板に記載する
○様々な考え方があることに気づ
かせる
○多様な考えは認めるが，算数で
は「正確に早く」求められる方
法が重要であることを示す
○まとめを行う
１．なんの形に見えるか発表する
「へこんだ四角形」
「四角形が二つ合わさっている」
２．自分なりの方法で面積を求める
分割線を入れる
補助線を用いる
３．面積の求め方を発表する
なぜ，私の方法が良いのか
私の方法の便利なところは
他の子どもの考えの良さに気づく
自分の考えと合わせて，より良い
考えについて考える
４.自分が考えやすい面積の求め方
で別問題を行う
自分の求め方以外も用いる
5分
15分
15分
10分
くふうして面積をもとめよう
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「汎用的な資質・能力」（“汎用的”と表記してい
るので，当然共通の資質・能力である）の育成を
目標とした授業開発を行なった。社会科で育成さ
れる「知識構成力」と算数科で育成される「知識
構成力」が一つの能力して子どもが身につけてこ
そ，両授業の意義がある。
Ⅳ．本研究の成果と課題
本研究の成果は，社会で生きて働く「汎用的な
資質・能力」という目標を掲げた授業を社会科で
達成したことである。また，「汎用的な資質・能
力」と「教科に固有の知識・技能」はややもすれ
ば二律背反として，対立構造に持ち込み批判され
る恐れがあった。しかし，その育成方法について
考察を行った結果，「教科に固有の知識・技能」が
社会科の本質に基づいた「社会科ならではの見方・
考え方」と結びつくことによって，「汎用的な資質・
能力」が育成できることが明らかになった。その
ため，上記を踏まえた授業を開発することにより，
「汎用的な資質・能力」の育成を目指した授業を
社会科で行うことの意義が明確になった。むしろ，
社会科であるからこそ，社会科の本質である社会
認識に基づく知識構成やその方法としての合意形
成に基づいた授業を展開することができたのであ
る。
また，この方法が社会科の授業のみならず，本
論中に例示した算数科やその他教科の授業におい
ても使えることを示すことができた点も成果とい
えよう。社会科のみならず，すべての学校教育の
中で汎用的な資質・能力を目標として各教科の本
質に基づく授業を行うことが期待される。
６ 森分孝治『社会科授業構成の理論と方法』明治図書，
1978年 pp.79-83
７ 關浩和「ウェッビング法による小学校社会科 地域学習
の単元開発 －第3学年単元「わたしたちの市 －広島かき
－」の場合－」『社会科研究』第59号，2003年，pp.31-40
８ 第62回小学校教育研究会 鳴門教育大学附属小学校
2016年2月6日“協創”をテーマに「協調協働」「革新創
造」「意思疎通」などの資質・能力の育成が目標に掲げら
れている。
９ 同掲書1pp.21-22
10 同掲書5p.36
11『育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評
価の在り方に関する検討会－論点整理－【主なポイント】
（平成26年3月31日取りまとめ）』教育課程企画特別部会
参考資料１
12 公益社団法人 徳島県物産協会HP
htp:/tokushima-bussan.com/crafts/otaniyaki/
アクセス日：2017年1月15日
13 齊藤一弥「第５章 算数・数学科 算数・数学という
文化を丁寧に受け継ぐ」『数学的な考え方の具体化と指導
－算数・数学科の真の学力向上を目指して－』明治図書，
2004年 p.34
【謝辞】
本論文を作成するにあたり，特に算数科の授業
開発に関して，鳴門教育大学大学院・自然系コー
ス（数学）教授の佐伯昭彦先生に専門的な知見や
参考文献の提供いただき，大変有益なご指導をい
ただきました。心より感謝申し上げます。
【註・引用文献】
１ 奈須正裕「コンピテンシー・ベイスの教育と教科の本
質」『教科の本質から迫る コンピテンシ ・ーベイスの授
業づくり』文化図書，2015年 p.18
２ 同上書 pp.11-12
３ 2016年11月25日 朝日新聞 29面
４ 2016年10月26日 朝日新聞 19面
５ 国立教育政策研究所（編）『資質・能力 理論編 国研
ライブラリー』東洋館出版社，2016年 p.12
